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西神の新庁舎や玉津支所での業務が始まりました。
誕生40年を迎える西区にとって
歴史的な1ページが刻まれる節目の年となります。

先日、西区広報紙（現在の「なでしこ通信」）の創刊号（昭和57年8月発行）を目にする機
会がありました。紙面を見ますと、西区が垂水区から分区する経緯や将来のまちづくり
の道標などが書かれており、興味深い内容となっています。当時から、寺社仏閣や史跡
が多い歴史と伝統のまちであると同時に農業が非常に盛んなことが大きな特色の一つ
でありました。また、市域の約25％を占める広大で緑豊かな自然環境に恵まれた地域
であると記されています。最後に、これから「住み」「働き」「学び」「憩う」人間生活のすべ
ての機能を備えた新しいまちづくりに向け、様々な事業を進めながら、「新たな発展と調
和を目指し、区民の皆さまと共に歩む」と結ばれています。

40年間のまちづくりを振り返りますと、重要な産業であった農業に加え、工業団地など
の開発により先端産業等の集積が進み、工業が全産業のなかで占める割合も大きく
なっています。また、大学や高等専門学校などの立地が進んだことも、まち全体の活性
化に繋がっています。分区当時の人口は、9区の中で最も少ない約94,000人でしたが、
ニュータウンの建設や区画整理事業などもあり、現在の人口は市内最多となりました。

先人の皆さまの想いや努力のおかげで、大きな変化を遂げた「緑と太陽のまち」です
が、これからも、常に時代に相応しい形に進化をしつつ、色褪せない魅力や特色は守り
続けたいと思います。

西区長　志水 達也
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西区の誕生
西区は昭和57年8月1日に、伊川谷町、櫨谷町、玉津町、平野町、押部谷町、神出町、岩岡町の7町を
もって、垂水区から分区し誕生しました。

1982

昭和57年8月1日 西区発足記念式典

広報紙「西区」創刊号 (昭和57年8月1日発行 )

西区 40 年のあゆみ
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西神中央の開発
西神ニュータウンの開発は、1965(昭和40)年にニュータウン構想として具体化され、
その後1972(昭和47)年に起工。西区発足の1982(昭和57)年4月が、最初の街びらきでした。

昭和47年当時の西神ニュータウン予定地

糀台小学校屋上より（東～南）

糀台小学校屋上より（西～北）

昭和58年当時の全景 糀台小学校・糀台公園付近

学園都市駅付近

神戸高塚高校付近

西区 40 年のあゆみ
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農業公園と神戸ワイン
神戸市では、農業振興を目的に昭和54年よりブドウ栽培が始まり、昭和59年に完成した農業公園でワイン
の醸造が行われています。市内のブドウ畑で生産されたブドウのみを使用して製造される「神戸ワイン」は、
モンドセレクションをはじめ数多くの賞に輝いています。

農業公園（昭和60年）西区押部谷町高和1557-1

神戸ワイナリー 工場開所式（昭和58年7月）

第３回神戸ワインまつり（昭和60年）

神戸ワインの製造ライン（平成14年）

ワイン城を訪れられた皇太子殿下と美智子妃殿下
（当時）（昭和60年）

農業公園と周辺に広がるブドウ畑（昭和61年10月）

ブドウ畑で生産されるワイン用ブドウ

西区 40 年のあゆみ
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ユニバーシアード神戸大会
1985年8月に、「学生のオリンピック」と呼ばれるユニバーシアード（第13回）が神戸市で開催されました。
選手村は、大会終了後、「学園都市」として一大住宅地となりました。

1985

開会式 日本選手団の入場行進

バスケット競技の熱戦
（神戸市外国語大学体育館）

選手村の日本みやげ売店で
買い物を楽しむ選手たち

選手村を訪れられた
皇太子殿下と
美智子妃殿下（当時）

選手村に設置されたゲームコーナー

選手村での1コマ

西区 40 年のあゆみ
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西神南の開発
西神南ニュータウンは、緑豊かな生活空間が整備され、1993（平成5）年3月に街びらきした、
西区で最も新しい住宅団地です。

市営地下鉄の延伸
神戸市営地下鉄（西神山手線）は、昭和６０年に学園都市駅まで、昭和６２年に西神中央駅まで開通。
平成５年には西神南駅が開業。西神地域から神戸市の市街地をつなぐ住民の足となっています。

西神南ニュータウン街びらき合同式典（平成5年3月25日）

街びらき初日のアリバシティには長い行列ができた

街びらきから
5年間営業していた
テーマパーク「アリバシティ」

新神戸～学園都市
開通記念式典
（昭和60年6月18日）

完成間近の西神中央駅
（昭和62年）

建設中の西神中央駅
（昭和61年7月）

西区 40 年のあゆみ
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市営地下鉄の延伸 阪神大震災
平成７年１月１７日に発生した阪神大震災では、西区は大きな被害は免れましたが、
西神地区を中心に多くの仮設住宅が建設されました。

全線（新神戸～西神中央）開通式典（昭和62年3月18日）

西神南駅開駅式典（平成5年3月20日）

西神第2仮設住宅

伊川谷付近の仮設住宅

西神中央駅完成ボルト締結式
（昭和61年10月30日）

全線開通式典テープカット
（昭和62年3月18日）

西区 40 年のあゆみ
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みどりと太陽のまつり
神戸まつりの西区のまつり「みどりと太陽のまつり」は、例年５月に開催されますが、
震災以降は被災者の鎮魂の意味もこめて、夜間に開催された時期もありました。

平成11年7月

平成24年5月

平成9年7月 平成9年7月

平成13年8月

平成25年5月

西区 40 年のあゆみ
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時代を刻む
西区40年の歴史を彩った、数々のシーンをご紹介します。

と 　 き

西区30周年記念イベント（平成24年9月4日）

西区30周年記念イベント（平成24年9月4日）

西区20周年記念式典（平成14年7月27日）

プレンティの完成（平成元年11月）

西区15周年記念式典（平成9年9月6日）

プレンティの完成（平成元年11月）

西区 40 年のあゆみ
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西区役所が移転した西神中央の時代の移り変わりを、
西区在住のイラストレーターのもふもふ堂（よひなよしかず）さんに描いていただき、

西区広報紙「なでしこ通信」に、6回にわたって掲載させていただきました。

元々は丘陵地であった西神中央。住宅需要の高まりを受けて、昭和47年5月にニュー
タウンの建設が始まりました。これは昭和62年頃の様子です。最初に造成された糀台
への入居が進む様子がみられ、左手奥にはアーチ天井が特徴の西神中央の駅舎が
見えます。（令和3年6月号）

絵：もふもふ堂 ©MOFUMOFUDO

イラス
トで振り返る

西神中央変わりゆく西神中央変わりゆく西神中央変わりゆく

西神中央住宅団地の造成
Vol.１

新庁舎の完成
区制40周年の令和4年、西区役所は西神中央の地に移転し、2月14日より業務を開始しました。
役目を終えた玉津町の旧庁舎は、「玉津支所」として新たに整備されました。

こべや おやこふらっとひろば西

玉津支所（西区玉津町小山180-3）

西区 40 年のあゆみ

19 20
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昭和58年から実施されている「みどりと太陽のまつり」、プレンティ広場には特設ステージ
が設けられ、ダンスや伝統芸能、各種ブースでにぎわいます。近年は区内の学生を中心
に、若者のパワーで地域を盛り上げる取り組みにも力を入れています。（令和3年10月号）

西神ニュータウンの街びらき当初、神戸市営地下鉄はまだ名谷までしか通っておらず、名
谷から西神中央間はバスがピストン運転をしていました。その後、昭和60年に学園都市
まで延長され、昭和62年に新神戸から西神中央まで全線開通しました。（令和3年8月号）

Vol. 3 みどりと太陽のまつり

Vol. 2 神戸市営地下鉄の全線開通

6つの大学がある西区には、多くの外国人留学生が在学しています。日本の夏の風物詩の盆踊
りを通して、地域のみなさんとのふれあい、国際交流の活性化を目的、平成17年から始まりま
した。神戸ワイナリー（農業公園）を舞台に、にぎやかな踊りの輪が広がります。（令和4年2月号）

農村地域とニュータウン住民との交流、青少年健全育成をスローガンに平成12年から
始まりました。新鮮な野菜の即売や模擬店の出店などが行われ、一面のれんげが咲く
中、多くのみなさんに親しまれています。（令和3年12月号）
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神戸ウエストン
平成25年10月5日に、西区公式マスコット「神戸ウエストン」が誕生しました。
ウエストは「西区」にちなんだ249cm。愛らしいその姿は、区民のみなさんに広く愛されています。

昭和57年の西区発足以来、玉津町で業務を行ってきた西区役所が、令和4年2月14日に
西神中央に移転しました。西神中央のリノベーションのシンボルとして、区民のみなさん
に親しまれる区役所を目指します。どうぞよろしくお願いします。（令和4年4月号）

Vol. 6 西区役所新庁舎完成

西神中央変わりゆく西神中央変わりゆく西神中央変わりゆく
イラストで振り返る

もふもふ堂（よひなよしかず）さんの横顔

1959年神戸市生まれ。“もふもふ”には「毛布に包まれて眠るしあわせのように、見る人の
心にやさしさを届けたい」という思いを込める。かつて市電が走っていた頃の神戸の光景
を中心に、昭和のレトロな風景に色を乗せた作品を数多く手掛ける。神戸市西区在住。

もふもふ堂さん
（よひなよしかず）

神戸ウエストンは、平成２５年10月5日に、西区のマスコット
キャラクターとしてデビューしました。
神戸ウエストンは、カウボーイに憧れている、見ての通りブタの
子どもです。見てください！しっぽの形がWEST(ウエスト)のW。
こちらのスカーフは、西区の花 ナデシコの花があしらわれ、神
戸ウエストンの一番のお気に入りアイテムです。
そして、なんと！ウエストは249cmでニシクです。

猪突猛進（・・・豚だけど）
好奇心旺盛
西区産の果物・野菜、雌岡山からの眺め
縄まわし
縄跳び
投げ縄、ブドウ色に染まったナデシコ柄のスカーフ

249（ニシク）cm！
（足が短くてウエスタンブーツが履けない）

性 格
長 所
好 き
特 技
苦 手
お気に入り
アイテム
ウエスト
ひ み つ

神戸ウエストン プロフィール

西区 40 年のあゆみ
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